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家庭・地域医療学科（Department of Family and Community Medicine）（４週間）






た。クリニックでは家庭医が女性３名，男性２名の計５名勤務していたが，Tushinski や Eisenberg などポー
ランド系の名字を持つ方が多く，第二次世界大戦中にポーランドから移住したユダヤ人の２世の家庭医が集
まって開いたクリニックである。






写真１ Dr. Morty Eisenberg（左）と筆者（右） 写真２ 診察室
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クリニックでのある１日の症例を次に示す。―Osteogenesis imperfecta, Osteonecrosis, Sinusitis, Multiple
Sclerosis or Brain tumour, Pregnancy, Contact dermatitis, Panic disorder, Diabetes, Hypertension,






薬を飲むなといわれているケースがあったが，Dr. Morty Eisenberg は病態を丁寧に説明して服薬すること
の重要性を力説していた。
リハビリテーション病院での臨床実習









Dr. Morty Eisenberg がサウジアラビアに，１週間，彼の専門の外傷ケアの教育ミッションに行っている
間，Helen Batty トロント大学家庭・地域医療学科教授のもとで，医学教育修士コースのセミナーに特別に
参加したり，クリニックでの研修医の指導方法などを見学したりした。写真３，４は，Women’s College に

















すい雰囲気を作り出していた（写真７）。クリニックの責任者の Jay Keystone 教授は，UpToDate の



















医師は，胸部 X 線写真，CT や MRI などの検査を必要最小限で済ますことにプロとしての誇りを持って
いる。
医学教育の質を高めるために，医学教育に貢献した教育者を表彰したり，医学教育の質を高めるための医
学教育修士コースを設けたり，医学生の臨床能力を高めるトレーニングを実現するため設備を整え，医学
生中心の教育を実現する努力をしている。
Interprofessional education（多職間教育）により，医師とコメディカルの関係を円滑にし，患者さんに
とってよりよい環境をつくりだしている。
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